














































（以下『狭衣』 ）の要素が散りばめられているが、 『狭衣』 枠を取り入れながらも本作品特有 見されるのだ。　
光源氏や狭衣ら先行する王朝物語の男君たちが複数の女君たちとの関











































宮との密通においてどのように作用しているかを、 『狭衣』との比較という観点から考えた 。上段に『我が身』 、下段 『狭衣』の本文を引用する。明ら な摂取とわかる部分については 対応する番号 傍線を
付した。当初から狭衣が熱望したものではなかったものの、 『狭衣』ではこの後に女二の宮の元への侵入が成功し、契りを交わした後に彼は初めて女二の宮 対して好意を抱くようになる。そのような状況で 一品の宮との縁談が持ち上がるという筋書きだ。　
一方『我が身』では波線部の通り、戸が堅く閉ざされていて侵入する
ことが叶わず、三位中将が女三の宮付きの女房・中納言の君に手引きを 『我が身』 （巻二、 七七頁）いみじうしづかなれば、寝殿ざまに歩みおはするに、①宮の護摩にさぶらふ僧都ぞ、うちわななき出ぬる。戸をだにおし立てねば、やがて違ひて入り給へれば、ただこ障子の外にぞ、若き人々の寝るけはひする。破れたる障子なれば、いとよう見ゆ ②几帳あまた立て重ねたれど、③人御ほどいとしるく見えて、帳の前にぞ寄り臥し給へ 。あなわびし いかがせむと引きみれど、いと強う鎖したれば、すずろなる御衣の裾ばかりを慰め 見て立ち明 すも 人や見つけむとをこなれば……
『狭衣』 （巻二、 一六七～一六八頁）南の戸口の方に寄りて聞きたまへば、妻戸細う開きて火の影見ゆ。寄りてやをら開くれど、咎むる人なし。火桶置きたり。❶夜居の僧のあからさまに出たりと見ゆ。やをら入りて、火をあふぎ消ちたまひて、琴の声するほど近く寄れど……もし見えるべうやあると、柵もあらで障子より通 、❷
あ
































り」と態度を軟化させ、彼を女三の宮の元に導き二人 逢瀬を手引きした。三位中将は「心深き御癖」に背き中納言 君と関係を持つ で、女三の宮とも関係を持つことに成功してい の あ『狭衣』における密通と女房の関係について、千野裕子氏は　　


















三の宮を手に入れるためとはいえ、何故手段選ばずという姿勢に転じたのか。密通成立 いた 間 は、三位中将の元に女四の宮が降嫁するという出来事が存在しており、不本意な結婚が密通成立の契機となっていると考えられる。　
不本意な結婚の成立過程を『狭衣』と比較したい。 『狭衣』 お る










通り、女三の宮を一途に恋慕するがゆえに他の女君に対してかたくなな態度をとり続けていた三位中将だが、 周囲 人々は彼の本心を知らずに、彼を真面目で身持ち 堅い関白家の貴公子と認識している。そのため、　　






























































































































思いを紛らわせることは、 『源氏』で雲居雁との仲を隔てられた夕霧が彼女とどことなく似ている藤典侍と関係を持っ ことや、光源氏が紫の上のことを藤壺の「晴るけ所」として眺めていたことなどに例を見出せる。 しかし、 三位中将のように全く異なる性質の女君を見る例は少ない。　
女四の宮は「同じゆかりとて、たはぶれにもうちかよひ給へるところ




























　『狭衣』には見られない女君の激しい嫉妬は、 「心深き御癖」や認識の齟齬とどのように関わり密通成立に影響しているの 。嫉妬深い女四の宮が三位中将と女三の宮との関係を知った場合、女三 宮にどのような被害が及ぶかわからないため、彼の女三の宮への恋慕は秘匿されるべきものであった。ところが、女四の宮は誤解から三位中将と女 の宮の二人の関係を知ることになる。　女四の宮の誤解とは、女三の宮と我が身姫を取り違えたことである。




























ふことはみな偽りにてありければ、さらにうとましう心憂くきたなし。ただ今宵いづちもいづちも率ておはして、水にも谷に うち捨てて、かうわびしき目な見せ給ひそ。生きても生きたる も覚えばこそ、宮（水尾中宮）にも見え奉らめ、かうまがまが かりける身なれば、②
今宵失ひ給へ
。 」と









化を見出すことができる（ 【表二】 ） 。
　
Ａを境に、女四の宮は日常的に嫉妬心を三位中将にぶつけるようにな
り、それに伴って「あはれになつかしきに」 「恋しき」といった感情も、「日に添へてさま悪しくも生ひなり給ふかなと、うちうめきて出で給へば」 「堪へがたし」 「うるさし」といった嫌悪感が強いものへ徐々に変化している。Ａの後も、波線部「むつかしうわびしけれど、堪へがたう心づきなからぬや、心ざしのあるなら 」とあるように三位中将は女四の宮を完全に拒否しているわけではないが、見当違いのことで激しく責め立ててくる女四の宮の様子で妻の魅力を再確認 た は断言で ないのではないか。女四の宮の嫉妬は、三位中将の女三の宮への恋慕をより強固にするものであったと考えられる。　
夕霧は拗ねる雲居雁に対して優位な立場を保っているが、女四の宮は






































を女三の宮が嘆く詠と解せる。三位中将が、当該歌で女三の宮の思いを確認し背中を押されたと捉えることも可能だろう。誤解に端を発した女四の宮の嫉妬は三位中将の感情を「まめやかにいと堪へがたし」 「いみじううるさし」と変化させ、そのような時に女三の宮の和歌を目にしたことで、三位中将は忘れられずにいた女三の宮への恋慕を強めた。三位中将は、二人の女君に対して誠実であろうとす がゆえ それぞれの女君の行動に翻弄され、背中を押されるようにして行動を起こしていくのである。　
女四の宮の目を誤魔化したい三位中将は、密通後に自身の乳母・伊予
を巻き込んで事実を隠そうとす 。策 実を結び、女四 宮は初めて彼の言葉を信じて「例のやうにもしづみ給はず、 世の常にもてなし給へる」と一切嫉妬しなかった 三位中将はそ ような妻の様子を「い れしう」 思っており、この密通で二人の関係は破綻 ていない。三位中将の心が女四の宮から一瞬離れたのも激しい嫉妬に辟易 たか で 嫉妬さえなければ結婚当初の良好な関係に戻るの あろう　
結婚後も自身の「心深き御癖」に行動を制限されていた三位中将は、









大きな齟齬があり、これが彼に不本意な結婚をもたらすこととなった。自身の行動を制限してしまう三位中将は、望まない女四の宮との縁談が持ち上がったことで追い詰めら 、 「心深き御癖」 背 中納言 君と関係を持ち、女三の宮とも関係を結ぶことに成功した。彼を動かしたのは政治的思惑を背景とした水尾中宮による強引な行動で、不本意な結婚が彼を一回目の密通に導いたと言える。　
結婚後、 異なった魅力を持つ女四の宮と女三 宮の間で、 「心深き御癖」
を持つ三位中将は双方へ真摯に思い かけるようになり、次第に身動きが取れなくなっていく。膠着した状況を動 したのが女四の宮の誤解による激しい嫉妬で、激しさを増す嫉妬と束縛に辟易した三位中将は、女三の宮の和歌を目にしたことで駆り立てられるように二回目の密通に走るのである。　
女四の宮の誤解がなければ状況は膠着したままで、三位中将は行動を





































































































































































































 二〇』に依り、 『源氏』 『狭衣』
の引用は小学館『新編日本古典文学全集』に依った。注（
（）














 千野裕子「女 宮周辺の女房・女官」 （ 『女房たちの王朝物語論』青土社、二〇一七年）
（
（）
 今井源衛氏が「我身にたどる姫君の性愛描写 ついて 文学』一九八二年二月）で、女房と男君の会話にみ ユーモア 指摘しており、本作品における面白味の一要素であるとしている。
（
（）





 狭衣と一品の宮との結婚に至る展開も、やはり夕霧への意識がうかがえる。狭衣と一品の宮との結婚のきっかけは、一条院を訪れた狭衣が権大納言に姿を見られたこ であった。権大納言によって狭衣と一品の宮と 間には覚えのない噂が立てられ、やがて は不可避の状況に陥ることになる。濡れ衣によって動かされ、 男君と皇女が結婚に至るというこの物語は、 明らかに『源氏物語』夕霧巻と共通性を持っている。
（８）
 注１に同じ。
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expectofsuchacharacter,sothequestionarisesofw
hatitisthat
driveshim
intotheillicitliaison.T
hispapersupposesthattherefusal
ofm
arriagew
ithO
nnaY
onnom
iyaandtheillicitliaisonw
ithO
nna
Sannom
iyaareinacause-and-effectrelationship.O
nthatbasis,the
characterSanm
iC
hujoisconsideredinthecourseofanexam
ination
th
atcom
p
aresth
isn
arrativ
ew
ith
th
e G
enji M
onogatari[T
aleof
G
en
ji]an
d
th
e S
agorom
o M
onogatari[T
aleofS
ag
orom
o]w
h
ile
id
en
tify
in
g
w
h
atisu
n
iq
u
ein
th
istaleofS
an
m
iC
h
u
joan
d
O
n
n
a
Sannom
iyaastoldfrom
V
olum
e（toV
olum
e（.
Sanm
iC
hujodisplaysrationalbehaviorthatisdescribedasa“deeply
thoughtfulm
anner.”Itlim
itshisbehaviorandim
pedeshisrealization
oftheillicitliaison.Itw
asbecauseofthis“m
anner”thatpeoplehad
thoughthew
asuninterestedinladies.T
heproposalthathem
arry
O
nnaY
onnom
iyathenisraised,sothatthebeleagueredSanm
iC
hujo
actscontrarytohis“m
anner”andthereforesucceedsinfulfillinghis
longingforO
nnaSannom
iya.T
hem
arriagehedoesnotw
antis
v
isited
u
p
on
h
im
b
ecau
seofth
econ
trad
iction
b
etw
een
h
istru
e
feelin
g
san
d
h
ow
h
eisp
erceiv
ed
b
y
th
osearou
n
d
h
im
.Itis
conceivable,then,thatthisisultim
atelyw
hatdriveshim
intotheillicit
liaison.
O
nnaY
onnom
iyapossessesanappealthatisdifferentfrom
O
nna
Sannom
iya’s,anditisduetohis“m
anner”thatSanm
iC
hujofinds
him
selfcaughtbetw
eenthesetw
onobleladies,unabletom
ove.W
hen
shefinallyfindsoutabouttherelationshipbetw
eenthetw
o,itisO
nna
Y
onnom
iya’sintensejealousythatbringsm
ovem
entintothissituation.
S
h
rin
k
in
g
b
ack
from
th
atin
ten
sejealou
sy
,S
an
m
iC
h
u
jofeelsh
is
longingattachm
enttoO
nnaSannom
iyagrow
stronger,andherpoem

actstopushhim
intoyetagainfulfillinghislongingforher.
E
v
en
d
esp
iteth
eard
en
tlon
g
in
g
h
efeelsw
ith
in
h
im
,h
is“d
eep
ly
thoughtfulm
anner”putsSanm
iC
hujointhepositionofapassive
y
ou
n
g
n
ob
lem
an
w
h
ocan
n
otin
itiateaction
on
h
isow
n
.T
h
e
conclusion,therefore,isthatinfeelingpressuredbythew
ordsand
deedsoftheM
izunooC
onsort,ofO
nnaY
onnom
iya,andthenofO
nna
Sannom
iya,hebecom
esabletoactasoneofthepartiesinanillicit
liaison.
［
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of Sagorom
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M
onogatari
